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編集後記 

この夏は、各地で記録的な暑さとなりました。台風、大雨など被害にあわれました地域の皆様に心よ

りお見舞い申し上げます。9月に入ってもなお残暑が続いていましたが、これをお届けするころには、少

し秋らしくなっているでしょうか。 
さて、第14巻第2号では、原著論文2本、研究資料1本、総説1本をお届けしました。今号も、医療

通訳、eヘルスリテラシー、シェアード・ディシジョンメイキングなど、ヘルスコミュニケーションのさ

まざまな領域から、近年関心の高まっている概念、テーマを扱った論文が集まっています。 
また、前号から続いております企画「ヘルスコミュニケーションを学べる大学・研究機関紹介」とし

て、昨年度のヘルスコミュニケーションウィークの開催校である金城学院大学よりご紹介をいただきまし

た。ぜひ合わせてご一読いただければと思います。講座や分野名に必ずしも「コミュニケーション」と名

前はついていなくても、関連する研究や授業をおもちの先生がいらっしゃる大学・研究機関は、まだまだ

たくさんあるのではないかと思います。この企画は今後も継続してまいります。ヘルスコミュニケーショ

ンという学問領域の認知の拡大とネットワークづくりにもつながればと思っておりますので、ご関係の大

学・研究機関のご紹介をお寄せいただけましたら幸いです。 
今号も査読をお引き受けいただきました先生がたには、お忙しい中ご協力いただき、心より感謝申し

上げます。次号に向けて、福島でのヘルスコミュニケーションウィークで発表されたたくさんの一般演題

からの投稿論文もお待ちしております。皆さまと一緒にさらに充実した学会誌を作っていきたいと思って

おりますので、引き続きお力添えいただけますよう、よろしくお願いいたします。 
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